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　新年明けましておめで

とうございます。

　皆様におかれまして

は、つつがなく穏やかな

新年を迎えられましたこ

とを心よりお慶び申し上

げます。昨年10月から

先の理事長鈴木秀夫先生

の後を受けて微力ながら

湘和会湘南記念病院の理

事長を務めさせていただ

いています。業務の輪郭は把握してきたつもりです

が、実際には院長をはじめ多くの職員の協力に助けら

れているのが現状です。

　平成24年度は、引き

続きユーロ世界の崩壊の

危機、アメリカの赤字削

減の為の緊縮財政、日本

国内の政治の混乱や原発

事故の放射能汚染除去の

見通しのなさや消費税増

税論議によるマインド低

下など景気には明るい見

通しが少ないのは残念で

す。

　しかしその中にあって、湘南記念病院では新設した

乳がんセンターが設立後３年間で早や乳がん手術数

360例を超え、23年度も手術件数200例以上に増加

　医療崩壊が話題になりはじめてから、社会保障の制

度はますます混沌の世界に入り込んでおり、出口の判

りにくい複雑な状況にあります。当院は早くから地域

に密着した医療を目指し、集中的に治療する病院とい

う機能に加えて、連動して活動する３ヶ所のクリニッ

クを通して退院後のさまざまなお手伝いを実践して参

りました。今後も地域の要請に応えられるようさらに

機能を強化しながら、改善努力を続けていく所存で

す。ご家庭を病室にして、医師をはじめとする医療団

が見守る、駆けつける、施術することで、心地よい暮

らしを応援する仕組みをもっと普及させていきたいと

考えています。

　旧年にも増してご厚誼のほどお願い申し上げます。

しました。比較としまして神奈川県立がんセンター

乳がん年間手術数約200例、国立がんセンター約500

例、聖路加病院約800例、癌研有明約1000例であり

ます。いかに当院の乳がんセンターが周辺の医療機関

から信頼され紹介も多く急速に成長したかがわかりま

す。幸い不足のはずの外科医や看護師の乳がんセン

ターへの就職希望もあり、今年度は更に乳腺外来や化

学療法室を拡張し、また更に乳がん検診にも力を入れ

年間乳がん手術数300例を目指したいと思います。

　日々診療の技術を向上させ地域の皆様に安心かつ満

足していただける医療を提供したいと願っておりま

す。今年度も病院改善の為お気づきの事などがござい

ましたらご指摘いただけましたら早急に対処いたしま

すのでよろしくお願いいたします。

医療法人　湘和会
理事長　酒 井　義 浩

湘南記念病院
院　長　井 上　俊 夫

理事長挨拶

院長挨拶【平成24年度の展望と抱負】



2

（2）第７号	 き　　　ず　　　な

3

　この度新規オープンいたしました「湘南記念訪問看護ステーション」
です。平成23年12月１日に認可が下りまして鎌倉では８ヶ所目の訪

問看護ステーションです。訪問の範囲は鎌倉市、逗子市、横浜市栄区、藤沢市の一部の地域にお邪魔いたします。
　ご自宅で療養されている方の異常の早期発見、ご家族様への介護支援や相談、医療機器の管理、床ずれの予防・処
置、最後までご自宅での生活を希望されている方へターミナルケアなど快適な日常生活を送る手助けが出来ればと
思っております。医療・看護・介護のご相談などございましたらお気軽にお問い合わせください。

訪問看護ステーション

　外来でご通院の皆様にはあまりなじみがありませんが、当病院内にも薬局が存在
します。主に入院なさっている患者様の注射や内服薬を調剤しています。

　入院の患者様を対象に、ベッドサイドでのお薬の説明を行ったり、患者様個人個人の薬歴（薬のカルテです）を作
成し、相互作用（飲み合わせ）や薬剤の重複チェックを行なったりしています。製薬会社から届く薬剤情報を必要な
部署にいち早く届けるのも大事な仕事のひとつです。
　「○○の患者様へ」の掲示が出ていたら、縁の下の薬局も思い出してください。

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
検査科では、実施している全ての検査において、更なる充実を順次行いたいと考え

ております。地域の皆様の健康増進・疾病の早期発見に貢献するべく、正確な結果を迅速に提供できるよう、検査科
一同一丸となり努力してまいります。
　昨年は大変心の痛む大災害が発生しました。一日も早い復興をお祈りすると共に、
新しい年が皆様にとってよき年でありますよう、お祈り申し上げます。

　明けましておめでとうございます。
栄養科ではお正月一日二日には、入院患者様におせちをご用
意いたしました。食事の形状がきざみ・ミキサー状の方に
は、見た目からも楽しめるおせち料理を、給食会社グリーン
ハウスと協力しご提供いたしました。
　今年度も入院患者様の楽しみとなるような季節感あるお食
事を目指してまいります！

　新年明けましておめでとうございます。
当院のリハビリテーション科は、理学療法士16名、作業療法士４名、言語聴覚士

１名、助手２名、事務１名の総勢24名体制で業務に取り組んでおります。今年度はリハビリスタッフをより充実
し、入院から外来・在宅（訪問）リハビリまで、切れ目のないリハビリテーション体系をさらに構築していくことを
目標にがんばってまいりたいと思っております。
　患者様の機能回復にともなう日常生活向上を図るとともに、心温まるリハビリテーションが提供できるようスタッ
フ一丸となり努めてまいりますので、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　病気になると健康な時には思いもよらなかった心配事が起こってきます。
◦治療の費用が心配。

　　　　　　　　　　　　　　　◦退院する事になったけど、自宅でどうしたら良いの？
　　　　　　　　　　　　　　　◦介護サービスや、福祉制度にはどんなものがあるの？　など
そのような時、当院では専門の相談員（医療ソーシャルワーカー）が皆様のお話を伺い一緒に考え、課題解決のお手
伝いをさせて頂きます。相談内容の秘密は厳守します。原則予約制で費用はかかりません。相談員は、医療ソーシャ
ルワーカーの業務指針および倫理綱領に基づき職務を行っています。

新年のごあいさつ
薬　局

検査科

栄養科

リハビリ

医療相談室
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　明けまして、おめでとうございます。本年も宜しくお願い申し上げます。
　さて昨年は、本当に大変な年でした。誰もが考えてもみなかった東北大震災・
津波・原発事故が日本を大きく揺るがせました。

　３月11日の２時46分、私は往診で車に乗って路上におりました。あまりの激しい車の揺れと、これまでに見たこ
ともない電柱や電線の揺れに、車を止めてしばらく動けませんでした。車のラジオで、地震の発生と津波警報がけた
たましく繰り返されましたが、その後はなにごともなくクリニックに戻りました。しかし停電のためにトイレが使え
なくなったことが分り、このことは節電、ガソリン不足とその後続いた一連の大混乱の始まりでした。
　震災はまだ収拾のメドもはっきりしていませんし、特に原発問題は見通しが不明で、重く私たちの前にのしかかっ
た状態です。幸いクリニックには建物の被害もなく、工場の被災による一部の薬剤の供給不足があった程度でした
が、地震が身近に発生した場合を想像すると、いてもたってもいられない気持ちになります。
しかし、被災地から移住して来られた方の訪問診療を通して、予期せぬことも経験いたしました。この方の診療情報
提供書を書かれた医師の名前を見て、即座に私の記憶している名前が思い出されました。早速電話してみましたが、
やはりその通りでした。私が以前に勤めていた川崎の病院の近くで開業されていましたが、2年前に故郷の大船渡に
戻られたとのことでした。懐かしい声を通して、旧交を多いに温めることが出来ました。
　この原稿を書いているクリニックの二階の窓から、例年のことながら、並木のイルミネーションの飾り付けをして
いる人達の姿が見えます。自粛ムードが一杯であった頃を思い出すと、複雑な気持ちにも襲われますが、何とか皆で
明るく年を迎えたいと思います。クリニックの職員は皆元気です。今年もがんばります。

　湘南記念逗子クリニックは平成17年11月より訪問診療を主に行うクリニック
として逗子市西部の閑静な住宅地に開設いたしました。湘南地域でも人気のエリ
アである逗子、葉山、鎌倉と横浜西部からの患者様をお受けしています。クリ

ニックは在宅診療を行うことにより、地域医療の一翼を担ってまいりました。ほとんどの方が望まれる在宅での生活
をより安心して続けていただくためのツールとして地域の皆様にご活用いただけるよう、より一層努めてまいりま
す。本年もどうぞよろしくお願い致します。

　湘南記念小坪クリニックは、平成11年２月、湘和会の最初のサテライトとし
て誕生しました。逗子ヘルスケアマンションの一角で、マンションにお住まいの
方々の健康管理から始まりましたが、14年経った今では小坪地域のみなさまに

おいでいただき、田嶋院長は学校の校医もお受けし、「小坪の先生」とおっしゃっていただいていることを、スタッ
フ一同喜んで感謝しております。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

湘南記念鎌倉クリニック

湘南記念逗子クリニック

湘南記念小坪クリニック

医療法人 湘和会グループ

医療法人 湘和会グループ

医療法人 湘和会グループ

◆◆地域連携室からのお知らせ◆◆
　湘南記念病院の地域連携課は、患者様のかかり
つけである診療所からのご紹介、高度な専門技術
を持った病院へのご紹介がスムーズに行われるよ
う地域の医療機関と連携を密にし、患者様に対し
質の高い医療また適切な医療が提供されることを
目的としています。
　医療機関のみならず、周辺の高齢者施設との連
携を密にすることにより、ご入居者様に適切な医
療が提供され、安心して日常生活が送れるようお
手伝いいたします。

≪地域連携課の主な業務≫
１、近隣医療機関・介護施設・介護事業者との連
携窓口

２、高度医療機関・近隣医療機関の情報提供
３、地域連携に関する情報収集（渉外活動）
４、紹介に関する報告書（返信）管理
５、連携（紹介）実績の管理（データーベース
化・統計資料作成）
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「平成23年の漢字」は「絆」でした。東日本大震災や台風被害で家族の大切さを感じ、
支援の輪が広がりました。また、女子サッカー「なでしこジャパン」のチームワークも

「絆」決定の大きな理由になりました。当院でも、有志による復興支援ボランティアが行われ、またフットサル
サークルも活動しています。今後は、そんな湘南記念病院の横顔も紹介させていただきたいと思っています。
　本年も『きずな』をご愛読いただきますようよろしくお願い申し上げます。

編 集 後 記

外来
診療

医療法人 湘和会グループ
クリニック

湘南記念病院やクリニックのことをもっと詳しく知りたい場合は
是非、当院のホームページをご覧ください。 湘南記念病院 検索

≪受付時間≫
　午前： 8 時00分～12時00分
　午後：13時00分～16時00分
≪診察時間≫
　午前： 9 時00分～12時00分
　午後：13時30分～16時30分

　クリニックでは『訪問診療』を積極的に行って
おります。『訪問診療』の内容についてお聞きに
なりたい場合は、お気軽に各クリニックにご連絡
ください。

◆ ◆ 湘南記念小坪クリニック ◆ ◆

院長：田嶋　博雄
249-0008		逗子市小坪3-2-1

TEL：0467-60-0321
FAX：0467-60-0322

診療科：内科･外科･整形外科･眼科･リ
　　　		ハビリテーション科･訪問診療

◆ ◆ 湘南記念逗子クリニック ◆ ◆

院長：渡辺　有造
249-0001		逗子市久木8-9-15

TEL：046-871-8216
FAX：046-871-8313

診療科：訪問診療（内科）

◆ ◆ 湘南記念鎌倉クリニック ◆ ◆

院長：石田　尚志
247-0056		鎌倉市大船2-17-10

TEL：0467-47-3189
FAX：0467-47-3161

診療科：訪問診療（内科・麻酔科）

１．検診種類と費用（費用は税込）
　　①　マンモグラフィーコース	 10,000円
　　②　乳腺エコーコース	 10,000円
　　③　マンモグラフィー・エコーコース	 15,000円
２．担当医師　女性医師が担当致します。
３．実 施 日　毎週月曜日　13：00～16：00
４．申 込 み　完全予約制となります。

お申込みは下記のフリーダイヤルからお願い致します。

０１２０－７０７－２１７

当院検診室では鎌倉市健康診査のご予約・お問合せをフリーダイヤルにて承っております。
ご予約・お問合せは以下のフリーダイヤルをご利用下さい。

２月までは大変混み合いますので、是非お早目にご予約くださいますようお願いいたします。

乳がん検診ドックを
受けましょう

※ご注意：
担当医師の変更や臨時休診になる場合があります
ので、お電話でお確かめのうえ、ご来院いただき
ますようお願い申し上げます。

鎌倉市健康診査（検診）のご予約・お問合せについて

検診室フリーダイヤル：０１２０−７０７−３９３

かまくら
乳がんセンター


